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文　 化　 的　 接　 触　 の　 斷　 面


















容 に加えて， 社会科学的内容である 匚法制度」
「‾政治」厂経済」を異文化理解学習の中にとり入れ
ていかなければならない。
（3） 「国 際的な 見方 ・考え方 」 の方法的 側面
国際 関係 論 の研 究方 法 と して は，「 ①資 料・文
献研究(research on materials and doc ｕｍｅｎts），
② 情 報検 索 （date and information ｓｕｒｖｅｙ），
③現 地実 態調 査(field work もし くはfield sur-
vey) とい う作業 を有 機 的 に結 びっ けて」7 ）行 う
こ と に な る。 また ， そ れを通 じて， 思 考 対象 を
「ど のよ うに説明 する のか」 とい う，「国 際的な見
方・考え方」 の方 法的側面 は，表 １のよ うにな る。
こ れらは，図 １のすべて の側面 において行 われる。
そ の社会事象 を社 会 の文化 的 特質を ふまえ て 「説
明」 する， すな わち，社 会的 な意味 付けを行 う こ
と になる。 したが って， 異文化 社会 内 の社会 的事
象 の中で も， 厂法制 度」，「政 治」，「経 済」，狭 義 の
「社会」，「文 化」， のす べてに関 わる 問題を とり上
げ， それぞ れに追求 す る。 最後 に， それ らの追求





























と関 係が あり， そ の関 係が変動 し てい るよ うな問
題 を追求 す るよう にす る ことであ る。 これが，単
元 の展開 にお いて行 われ る。 そ の問題 の原 因 ・背
景を，「法制度」，「政治」，「経済」，狭義 の「社会」，
「文 化」 の視点 で 明 らか に し， 社会 的 に意 味付 け
る ことに よ り，「国 際的 な見 方 ・考え 方」 が獲得
で き る。
第 ３は， 自分 な りの社会 的意味 付けを， 友だ ち
同士 で批判 し あい，吟 味 してい くこ とで あ る。 こ
れが単元 の終末 に なる。 そして， より説 明力 の大
きい根 拠 を導 く， 匚国際 的 な見方 ・考え方 」 に修
正 さ れて い く。
（2） 授業 構成上 の特 色
以 上 のよ うな授業 構成 の視点 に もとづ けば， ど
のよ うな特色 がでて くる のであろ うか。 単元を，
学 習内容 （目 標），学 習材， 学習 過程，学 習活動 ，
学 習形態 とい う観点 でま とめる と， 表 ２のよ うに
なる。 そして， こ れら の観点 か ら見 た授業 構成上
の特色 として は，以下 の ５点 が指 摘で きる。
第 １ は， 単元 を 通 し て の学 習 内 容 （目 標） を
匚国 際的 な見 方 ・考 え方」 の育 成 にお く ことで あ
る。 具体 的 には，異文 化社 会内 の問題 に対す る社
会的な意 味付 けがで きる よう にな る ことであ る。
第 ２は， 第 Ｂ こも関 わ る が， 学 習 材 とし て，
「‾法律 」匚政治 形 態」 匚経 済状 況」 厂社会 状況」「文






























・ 自 文 化 以 外
の 文 化 と の
出 会 い
(自 文 化 社
会 と関 係 が
深 く ，そ れ
ぞ れ の 文 化
の 関 係 の 変
動 か 続 い て




















・ 「 法制 度」 厂政 治」「 経 済」
「社 会」「文化」 のすべて に関
わる， 現在の事実 として の問
題 の発 見
（内容 的側面 ）
追求する 内容に対する 追求 の
方 法
・ 情報 収集， 文献分析，現 地調
査（ 現地に行った人へ の聞き





























・ そ れぞ れ の発表 に対 する，
質疑応答
・自己 の意見 の吟 味
(修正 または補強)
表２　「日本とシンガポール」の授業構成

























① シンガ ポールは東南ア ジア に属してい る。
（ マレー半島の先端に位置する｡）
② シンガポール は日本 と同 じ島国 であるが，大部 分が平 坦で
あ る。
③ シンガ ポールは日本の淡路島と同 じぐらい の大 きさである。
④ シンガポール は赤道付近 に位置し， 日本 と比 べると四季が
な く，一年 中高温多 雨である。（熱帯雨林気 候で ある｡）
⑤ シンガポール は日本 のよ うに加工 貿易を行 って いたが， 今
は観光立国で あり， 外国資本によ る商業国 となって いる。
⑥シンガ ポールは日本と比べて多民族国家 となって いる。
（ 中華系， マレー系， イ ンド系，などが いる｡）
⑦ シンガポール は日本 と比 べると人口は少 ない が，面 積が狭
い ため人 口密度は高い。（人口密度 は世界第 ２位 である｡）



































②日本は シンガ ポールと同 じ島国であるが，大部 分が山地で
あ る。
③日本はシンガポ ールの約600倍 の広さであ る。
④日本は， シンガ ポールと比 べると四季があり，一年 中で温
度や降水量に変化がある。
⑤日本は シンガ ポールのよ うに加工貿易を行 っていたが，今
は産業 の空洞 化が問題とな ってい る。
⑥日本 はシンガ ポールと比べて多民 族国家 とはな っていない。
(しかし， 近年 さまざまな国籍 の人が増えて きている｡)
⑦日本は シンガ ポールと比 べると人口 は多 いが，面 積が広い
ため人 口密度は低い。
(しかし，山地が多 いため， 大都市 に人 口が集中し過密状
態である。 山間部 は過疎状態 にあ る｡)
⑧日本は中国など， アジア諸国と の貿易を 行ってきた。しか













































①日本と東南ア ジア は朱印船貿易 により 関係があった。
②日本は シンガ ポールを太平洋戦争 中， 占領した。
③現在， 日本の企業や資本が シンガポールへ進出してい る。
④日本の地方自治体 の中には事務所 や出張 所を シンガ ポール
に置いている ところ もあ るo
⑤現在， シンガ ポールを，多く の日本人観光客が訪れて いる。
⑥ シンガ ポールは観 光客を増やす ため，東 京と大阪 に政府観
光局を設置してい る。
⑦日本に シンガ ポールから留 学や研修できている。
⑧ シンガ ポールには反 日感 情を 持っている大 もい る。
⑨ シンガポールと日本 は経済的 に発展した。そのことにより，
今で は問題 も起こって いる。
⑩ シンガ ポールでは観光が基幹産業 の１つであ るが， これに
関わ って，問題が 起こっている。















・日本 とシンガ ポールの歴史 的








⑩問題 に対 する研究法 には，情報 収集， 文献分析，現地調 査
(現地 に行 った人 への聞き取り)， があ る。
研究方法 研究方法
の 冂ﾐ解」










①現在 の日本 と シンガ ポールには， 都市問題 に代表 されるよ
うな同じよ うな問 題が起こってい る。
②そ れらの問 題の原因 も， 日本とシンガ ポールで はほぼ同 じ
であ る。
③問題 に対 する対応が，日本 とシンガ ポールで は異 なってい
る。それは， その問題のその社会に対 して もつ意味が異なっ
てい るからで ある。
④日本 は シンガ ポールに習 って都市問題 の一部を法 律や条例
で解決 しようとしている面 もあ る。





























①シンガ ポール的な物事 への考え 方に対して 自分 はどのよう
に考え，判 断するのか。
②判断 する場合， その根拠が重要で ある。



















教　師　 の　発　問　 ・　指　示 熊 生　徒　 の　学　習　活　勁 詔詣 生徒から引 き出し たい認識
「 この写真は何で しょうか。 また，
どこの国 にあるのでし ょうか｡」
厂シンガ ポールは地 球上のどこ に
あるのでしょうか｡」
「 シンガ ポールの国 の形やよ うす
はどのようになってい ますか｡」







・マ ーライ オンとシンガ ポールを結 びつ け
る。
・シ ンガポ ールの場所を地図帳で 探す。
・地図帳か らシンガポ ールのよ うすを 読み
とる。




・ シンガポ ールは東南 アジアに属し， マ
レ ー半 島の先端 にあり，赤 道のそば に
位 置して いる。
・ シンガポ ールは島国で，平坦， せまい。
・ シンガポ ール は赤道付近 に位置し， 日
本 と比べると四季がな く，一 年中高温
多雨であ る。








・ シンガポ ール は日本 のように加工貿易
を 行っていたが，今 は観光 立国や外国
資本 による商業 国となってい る。
「 シンガ ポールにはどんな人 たち
が住んでいる のかな｡」
「 シンガ ポールの人 口密度 は日本







・人々 の服な どか ら，民族 を推 測する。
・ シンガ ポールの人口・人口密 度と日本の




・ シンガポ ール は日本 と比べて多民族国
家 となっている。（ 中華系， マレ ー系，
インド系， などがいる｡）
・ シンガポ ール は日本 と比べる と人口 は
少 ないが， 人口密度は非常に高い。
厂シンガ ポールは昔 はどん なこと
で有名だ ったのですか。そ れはな
ぜでし ようか｡」
⑩ ・東西中継 ぎ貿易が発達した理由を考え る。
一
斉
・ シンガ ポール は東西 の中継ぎ貿易 によ
り 栄えた。（ アジアとヨ ーロ ッパ の交
差点 であった｡）
資料 ：①マ ーライ オンの写 真　②世界地図（地図帳，帝国書 院, 1997,  pp.1 ～3.）　 ③ シンガ ポフル の雨温図（地図帳，p.7）
④東京 の雨温図（地図帳，p.7）　 ⑤ シンガ ポール と日本 の貿易 の表 （「 日本国 勢図絵」1992 年）
⑥国別訪星客数トップ10（ シンガポール日本人学 校中学部『資料集　 シンガポールエTOPPAN PRINTING Ｃ０.（S ），
⑦華僑 の写真 （同上書, p.104  )　 ⑧マレ ー人 の写真（同上書, p.108  )　 ⑨イ ンド人の写真（同上書，p.106）
⑩ シンガ ポールの人 口と人 口密度（地図帳, p.122)　 ⑥ 日本 の人口 と人口密度（地図帳, p.122)
⑩ シンガ ポール歴史年表 （同上 書, pp.30 ～31.）
表４　導入Ｈ「シンガポールと比べながら日本を知ろう」の展開（１時間扱い）
1994, p.26)
教　 師　の　発　問　・　指　示 熊 生　徒　 の　学　習　活　動 詔膸 生徒 から引き出したい認識
匚日本 は地球上のど こにあるので
し ょうか｡」
「 シンガポ ールと比 べて， 日本の
地形 はどうな ってい ますか｡」









・ シンガポ ールと比較し ながら， 日本 の地
形的 特色を 見つ ける。




・日本は東ア ジア に属してい る。
(ユーラシア大陸 の東に位置している｡)
・日本 はシンガ ポールと同 じ島国である。
しかし， 大部分が山地であ る。
・日本 はシンガ ポ ールと比べ ると四 季が
あり，一年を通 じて， 温度や 降水量 に
大きな変化があ る。
厂日本 の産業 はど のような特色を
もって いますか｡」




・日本 はシンガポ ールのよう に加工貿 易
を行ってい たが， 今 は産業 の空洞化 が
問題とな ってい る。
｢ 日本 はシ ンガ ポールと比べて，
多民族国家といえ るのであろうか｡｣
｢ 日本 の人口 はシンガポ ールの人
口 と比 べてどう のよ うになってい







・ 日本の民族構成 とシンガポ ールの民族構
成を 比較する。
・ シンガ ポール の人口， 人口密度 と日 本の




・日本 はシンガポ ールと比べて多民 族国
家となっていない。
・日本 は， シンガ ポールより人 口は多 い
が，面積 が広 いため人口密度 は低い。
しかし， 山地 が多 い ため，平 野の都市
に人口が集中し過密状態となっている。
山間部 は過疎 となって きて いる。
｢ 日本の貿易 の歴史 は シンガ ポー








・日本 は中国 など， ア ジア諸国 と貿 易を
行 って きた。 しかし，江戸 時代には，
海外貿易を制限 してい た。
資料：①世界地図（地図帳，帝国書院, 1997, pp.1～3.）　②日本の地図（地図帳, pp.59～60.)









教　 師　の　発　 問　・　指　示 詐 生　 徒　の　学　習　活　動 物詣 生徒か ら引 き出し たい認 識
｢日本と東南 アジア， シンガ ポー
ルとのつながりはどの時代からあっ
たのだろ うか｡｣
① ・日本と シンガ ポールの関係を年 表から読
みとる。 一
斉
・日本 と東南ア ジア は朱印 船貿 易 により
関係があ った。
・日本 はシンガポ ールを太平 洋戦争中，
占領し た。
｢日本が起点 とな るシ ンガ ポール
へ のつ ながり にはどのような もの
があ るだろ うか｡｣




・現在， 日本の企業や資本 がシンガ ポー
ルヘ進出して いる。
・日本 の地方 自治体 の中 には事 務所や出
張所を シンガポ ールに置 いて いるとこ
ろもあ る。
・現在， シンガポ ールを，多 くの日本人
観光旅行客が訪 れて いる。
｢ シンガ ポ ールが起点 となる日本
へ のつな がりに はど のようなもの
があ るだろ うか｡｣
② ・ 日本 と シンガ ポールの結びっ きを資料 か
ら読 みとる。 一
斉
・ シンガ ポールは政府観光局を東 京と大
阪においてい る。
・ 日本 にシンガ ポールから留学や 研修，
観光できてい る。
匚日本 とシンガ ポール の結びつき
の中で問題 になってい ることはな
いだろうか｡」
匚日本 と同 じような問題 はシンガ
ポ ール にはあ るのだろうか。 ない
のだろうか｡」
③ ・ シンガ ポールが抱えて いる問題を見つ け
る。




・ シンガ ポールの老人 愬の中 には日本人
を良 く思っていない人がい る。
・日本人 の観光旅行はシンガポールにとっ
て歓迎すべ きことだが， 手放しで喜 べ
ないこともある。
(環境美化・整備政策，産業構造の変化)
・ シンガ ポールの場 合観光と関 わって い
るが， 日本 と共通 するものとして，交
通渋 滞などの都市問題があ る。






・ シンガ ポール にお ける都市問題を調 べ
るためには， ①情報収集，②文献分析，
③現 地調査（ ここで は， 現地に行 った
人 への聞き取 り）， がある。
資料：①日星関係年表（日本歴史大辞典編集委員会編『日本史年表』河出書房新社, 1988, をもとに自作）
②日本とシンガポール（シンガポール日本人学校中学部『資料集　シンガポール』, TOPPAN PRINTING CO.(S),  1994,
pp.69～71.）






































教　師　 の　発　問　・　指　示 熊 生　徒　 の　学　習　活　動 詔膸 生徒 から引 き出したい認識
｢ 都市問 題は日本 とシ ンガ ポール











・都市問題の原因 は人口 の集中 にある。
・交通渋滞， ゴミ問題， な どが都 市問 題
としてあげ られ る。
｢シンガ ポールは都市 問題， 特 に
交通 問題に対して どのように対応
し ようとしているのか｡｣





・交通問題 は自家 用車の極度 の普 及と利
用のしすぎ にあ る。
・ シンガ ポール政府の対 応 として は， ①
公共交 通機関 の整備，②道路網 の整備，
③中心部 への乗 り入れ の制限， ④車両
台数の制限，が行 われて いる。
｢シンガ ポールはゴ ミ問題 に対し
て どのように対 応している のであ
ろ うか｡｣





・ゴ ミ問題 の原因 は人々 のライフスタイ
ルの変化， ゴミの単純増加， ゴミに対
するモラルの低下，などがあげ られる。
・ シンガ ポール政府 は，ゴ ミに対 するモ
ラル につ いて， 厳しい罰則規定 を設け
るこ とで解 決しようとしてい る。 これ
は，観光旅行者 にも適 応される。






・交通渋滞 に対 して は，交通網 の整備を
中心 にすえてい る。
・ゴ ミ問題 に対 して は， 分別収集， リ サ
イ クルな ど， ゴ ミの少量化， 再資源化
を進 めてい る。
｢交 通渋滞， ゴミ問題へ のシンガ
ポ ール政府 の対 応と日本の対 応で
異なっている点はどこでしょうか｡｣
｢なぜ，そ のような違いが出て く
るのでし ょうか。 その原因を探 る
ために はどん なことが わか ればよ
いのでしょうか｡｣
｢今まで学習 してきたことを ふま
え て，交通渋 滞とゴ ミ問題 はシン
ガ ポールにとってどれぐ らい重要
な問題な ので しょうか。 な ぜ，重
要な問題なのでしょうか｡｣




・シ ンガ ポールにおける交通渋滞 とゴ ミ問
題の意味を，学習 した事項を結 びつ けな






・ シンガ ポールは日本 に比 べて 政府の監
視や制限， 罰則が政策 の大 きな役割を
占 めてい る。
・日本 の産業 や人 々 の生活 に対 する問題
と シンガ ポ ールの場合で は， 意味合い
がちがう。（民族構成，産業構造の観点）
・ シンガポールは観光立国 なので交通渋
滞や ゴミなどの環境美化 に反 する問題
は，国 の経済 にとって 致命的である。
・多民族国家 で多 価値社 会なので， 罰則
を ともなう規則により， 価値の一元化
を図 らな ければならない。
匚日本 にもい わゆる『空 き缶 やた
ばこぽい すて 禁止条例』があり ま
す。 こ れは， シ ンガ ポールの禁止
事項とよくにています｡」
厂日本 の場合 と シンガ ポールの両
国とも，法 による規制 にのり だし
ているとい う点 では一 緒で すが，
その他， 違い はあり ませんか｡」
⑤ ・日本（愛知県西 春町） の条例を読 み， 日








・日本 は， シンガ ポールに習 って，都市
問題 の一 部を， 罰金を課 すと定めた条
例 により， 解決 しようとしている。
・日本 の場 合は， モラルの低下 を，法 に
より 防ごうとしてい る。 シンガポ ール
のよ うに経済効果や価値一元 化を図ろ
う という もので はない。
資料：①交 通渋滞の写真　②山のような ゴミの写真　③ シンガ ポール の交通（ シンガポ ール日本人学 校中学部 『資料集　 シンガ ポール』，
TOPPAN PRINTING CO.(S),  1994,  pp.79 ～82.）
④罰 金 とな る 禁止 事 項 （ シ ンガ ポ ー ル政 府 観光 局 『新 し い ア ジア の風 を 体 験 しよ う　SINGAPORE CONVENTION  &
INCENTIVE ＭＡＮＵＡＬ』1996, p.28.)　 ⑤愛知県 西春町のいわゆる環境 ３条 例（抜粋）
表 ７ 終末「日本とシンガポールについて自分の意見を発表しよう」の展開（１時間扱い）
教　 師　の　発　問　・　指　示 酬 生 徒 の 学 習 活 動 学習膸 生徒か ら引 き出し たい認識
｢日本で も， ゴ ミ問題， たばこの
ポイ捨て に対 しては，罰則を 盛り
込んだ条 例が作られてい るところ




・日本人として， 自分 の考えを まとめる。
個
別
・日本 の考え方や シンガ ポールの考え方
に対 して 自分 はど のよ うに判断す るの
か。 そのと きの根拠を明 確にしな けれ
な らない。
厂シンガ ポール の人 たちにこのよ
う条例を， どのよう に説明 します
か。友 だちを シンガ ポールの人だ
と思 って， 意見交換，質問 をし合
い まし ょう｡」
・自己 の「国 際的な見方・考え方」 をふま
えて，説明 する。






・別 の考え 方 の大 に， ある考え方を，伝
え る場合 は，伝え る人 の見方・考え方
によって，左 右される。
・友 だちと の質疑・ 応答 によ'り，自己 の
判 断の根拠 につ ながる， 見方・考え方
が，説明力の大きなものになっていく。
資料：①罰金となる禁止事項（シンガポール政府観光局「新しいアジアの風を体験しよう　SINGAPORE ＣＯＮＶＥＮＴＩＯＮ ＆
INCENTIVE MANUAL 』1996, p.28.)　②愛知県西春町のいわゆる環境３条例（抜粋）
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る
。２時間程度の時間をとって行う。特に，現地
調査ができない場合が多いので
，シンガポールに
行ったことのある人に来てもらったり
，文献を用
意するなど
，教師が十分な手だてを行う必要かお
る
。また，ここでは，都市問題に対する日星両文
化社会での社会的意味付けを行い
，その共通点や
相違点に気づく段階である。
単元の終末である匚日本とシンガポ
ルーについ
て自分の意見を発表しよう」は，表７のようになっ
ている
。　士時間で扱う。ここでは，日本のいわゆ
る匚空き缶やたばこポイ捨て禁止条例
」を取り上
げ
，その社会的意味を自分なりに説明することに
より
，自分の「‾国際的な見方・考え方」を吟味し
ていくのである
。また，その条例の先駆的な役割
として
，シンガポールという文化社会を，日本と
関連づけて理解する
。また，シンガポール人に見
立てた友だちに
，自分の意見を説明していくとい
う活動を行う中で
，事象を自分なりの匚国際的な
見方・考え方」で見ることを行い，それを吟味し
ている。
５。おわりに
今までの社会科異文化理解学習において育成し
きれなかった「国際的な見方
・考え方」の内容的
側面の一部を， 関係論の成果をとり入れるこ
とにより
，生徒は学習することが可能になる。そ
うすることにより
，合理的・科学的で説明力の大
きい判断の根拠を獲得することが可能になる。
〔註〕
１）拙稿「社会科異文化理解学習の改善　
－『世
界文化：グローバル・モザイク』を手がかりと
してー」全国社会科教育学会『社会科研究』46
号, 1997, 38頁。２）同上，39頁。
３）中学校学習指導要領において
，地理的分野の
目標に，世界の地域に対する見方・考え方が掲
げられている。
４）中嶋嶺雄『国際関係論　同時代史への羅針盤』
中公新書, 1992, 65頁
。
５）百瀬　宏『国際関係学』東京大学出版会
，
1993, 18頁，をもとに筆者作成。
－
Ｏ代表的なものとしては，文部省学術国際局ユ
ネス
コ国際部編『国際理解教育の学習　－アメ
リカ合衆国を例として』ぎょうせい, 1977,小
西裕久匚生活文化を中心にすえた地理学習の展
開　
一中学校地理的分野『人々の生活と環境』
の授業試案
」全国社会科教育学会『社会科教育
論叢』第42集, 1995, 41～52頁
，酒井喜八郎
「科学化をめざす『生活文化』学習の授業展開
一
人類学の成果の援用と時間軸を導入して
」全国
社会科教育学会『社会科教育論叢』第42集
，19
95, 53
～64頁，がある。
７）前掲4), 32頁
。なお，国際関係論の方法論
については
，前掲４），５）の他に，以下の文献
から示唆を得た
。 J.フランケル著，田中治男訳
『ＵＰ選書　国際関係論〔新版〕』東京大学出版
会, 1980,佐藤英夫編『国際関係入門』東京大
学出版会, 1990,猪口　孝『世界変動の見方』
ちくま新書, 19940
8）広島県の大柿中学校で
，平成８・９年度に研
究授業を行った
。しかし，この研究授業は，シ
ンガポ
ルーヘの現地調査（修学旅行）を前提と
したものであったので
，今回は，開発した授業
を大幅に修正し，提示した。
〔附記〕
この研究にあたって
，金野誠志先生（尾道市立
久保小学校）と伊木剛二氏（シンガポ
ルー広島事
務所長）より
，現地調査前後にわたり，シンガポー
ルについてご教授いただいた。記して感謝したい。
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